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研究成果の概要（和文）： タイ、ラオス、カンボジア、西南中国（西双版納・徳宏）での全 9
調査区画において 771 寺院の施設構成と位置情報、5500 の出家者の移動データを収集し、全

データを統合しタイでの移動経年データを地域情報学的手法（Hu2 マップシステム、ラティス

とオートマトン）で時空間解析し他区画への適応を試みた。文献から寺院と出家者の移動をデ

ータベース化したミャンマーをふくめ地域間比較を可能とする『マッピング・データ集成Ⅰ』

（＋1DVD）を作成した。 
 
研究成果の概要（英文）：Both the GPS data concerning a total of 771 temples/hermitages and the 
historical transition about the mobility of a total 5,500 monks/novices were collected at each 
research site in Thailand, Laos, Cambodia, Xishuang Banna and De Hong from the FY2008 to 
2010. All the data, which will verify the regional and historical differences of types of temple 
building together with the pattern of ordination and wandering, is fully formatted into the "mapping 
database" to proceed to further analysis using the Hu2Map and other programs including tracking 
route map developed by area informatics. 
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１．研究開始当初の背景 

1970-80 年代にアジアの地域研究、人類学
に多大な貢献をなした上座仏教徒社会の研
究は、概ね寺院を共同体の統合要素、出家を
社会的慣習とみなすにとどまり、多様な寺院
施設の分布や立地要件、出家行動を含む実践
との関わりを精査しなかった。国家間の政治
文化的葛藤が頻発する現在、相互に密接に絡

む寺院施設と出家行動を、地域を築き地域を
繋げる要素として捉えて地域を描きなおす
実証的研究が不可欠である。 
 
２．研究の目的 

西南中国を含む東南アジア大陸部上座仏
教徒が造営する寺院施設を地域ごとの歴史
的文脈から類型化し、出家行動に焦点をあて



た仏教徒社会の移動、寺院と人の移動が築く
ネットワークから寺院の立地および宗教実
践の時空間的な位相と変異、国家や地域ごと
の実践の特徴と動態を解明する。 
 
３．研究の方法 

タイ、ラオス、カンボジア、西南中国（西
双版納・徳宏）に跨がる調査対象国で複数地
域（計 9地区）を選択し、寺院施設の所在（GPS
計測）、来歴、空間構成およびそこに止住す
る出家者の個人史、過去５年の移動歴に関す
るデータを悉皆調査で収集、地域情報学の手
法を援用したマッピングデータベースとし
て統合する。 
 
４．研究成果 
1) 計9箇所の調査対象区画において寺院施設

（全 771 寺）、出家者（のべ 5500 人）の来
歴、行動にかんする基礎データを収集する
とともに寺院施設の構成から葬制の地域
的差異を実証するデータ、地域ごとの史的
背景にかんする記述データを得た。 

図１．統合データベース 

 
2) タイについては１地域で 10年間の出家行

動の経年変化を追跡できるデータを収集
するとともに寺院間ネットワークを築く
師弟関係、寺院の本末関係が浮き彫りに
された。 

図２．GIS 情報による寺院立地（タイ） 

 

3) カンボジアでは２地域で経年データを収
集するとともに官報（仏語）のデータベ
ース化によって調査資料と歴史資料から
地域の宗教教育施設や移動状況が参照可
能となった。 

 
4) ラオスでは北部、中部、南部の実践の地

域差、出家者の動機を明示するデータ、
西南中国では西双版納と徳宏での寺院と
出家行動の志向差を実証するデータを収
集できた。 

 
5) 政情不安により臨地調査が果たせなかっ

たミャンマーは、現地語資料に依拠した
寺院（1430）と出家者（675）の関わりを
示すデータベースを完成させ、タイとの
共同調査でミャンマーからメーソート県
に入る出家者と寺院間移動のデータを収
集した。 

図３．ミャンマー寺院と出家者データ 

 
6) 寺院施設と出家者データを統合する位置

情報のコード化と移動傾向を解析するフ
ォーマットを整え、タイでの経年データ
を Hu2 システム、ラティスとオートマト
ンで時空間解析し他区画への適応を試み
た。文献資料から寺院と出家者の移動も
同一フォーマットでデータベース化し、
全区画の地域間比較を可能とする『マッ
ピング・データ集成Ⅰ』（＋1DVD）を作成
した。 

図４．成果のデータ集成と DVD 

 



 

図５．オートマトン分析による出家行動 
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